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立春も過ぎ、暦の上では春を迎えました。まだ生まれたての春のパワーは弱いです

が、これから日増しに強くなって、少しずつ風景も変わっていくことでしょう。そして、3

月には三寒四温の日が続き、風の強い日も多いですが、やわらかい日差しを浴びて

木の芽がふくらみ、虫たちも活動的になって、春の訪れを感じられることでしょう。花粉

症の方にはちょっとつらい季節かもしれませんが、皆さまどうぞご自愛ください。

参考文献：「大切にしたい、にっぽんの暮らし。」さとうひろみ サンクチュアリ出版
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「瞬間を味わう」

ゆっくりと夜へ移行する夕暮れの時間。どこか心もとないようなさびしさを感じたこと

はありませんか。しかし、この詩は、沈む夕陽を見つめながらも、これから迎える「あ

した」への期待感があります。まだ見ぬ「あした」にこそ、今までに見たこともない「な

にか」に出会えるかもしれない、「きっと そうであり／そうに ちがいなく／そうと 思

いたい」というひたむきな思いを感じます。こどものころ、まだ見ぬ明日がどんな日に

なるのか、わくわくしたことを思いだしました。
大人になった今も、ふと新芽に春の訪れを感じたり、家族や友だちとの会話や仕

事の中で、この詩のように心に深くきざみつけられる瞬間を味わうことがあります。

日々の何気ない一瞬を、時にはじっくりとこころから味わう。この詩は、日常を単調な

繰り返しにするかしないか、その分かれ目というものを教えてくれるようです。新型コ

ロナウイルスの感染拡大で落ち着かない日が続いてますが、落ち着いた生活に戻る

まで、ストレスを感じることがあっても何気ない一瞬を大切にしながら過ごしていける

といいですね。
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